




































































































































































































































































































































































































































5．4％ 6．1％ 6．5％ 5．9％
10。6％ 11．7％ 12．8％ 44．6％
（Best，　p．123）
1801年の召使総数は60万であった（Perkin，　p．143）という。当時の召使の男
女比は一対八だったというから（川北，157頁），19世紀初頭で約53万人の女
性ゐ召使がいたことになる。そしてそこからすれぽ，1851年には，臨時雇い
を入れた数で計算すれぽ，女性の召使の数は倍に近い数になり，また，1881
年には三倍近くに増えていることになる。さらに，召使が最も多かった1890
年代半ぽには，その数は，男女合わせて200万であった（Horn，　p．180）と言
われるが，当時の召使の男女比は，男の召使の不人気を反映して一対25程度
であったろうと推測されるから，世紀末の女性の召使の数は190万を越えて
いたことになる。19世紀初頭から約100年の間に，女性の召使の数は実に四
倍近くになった訳である。〈奥様不労〉のイデオロギーの作用は，実に強烈
なものだったのである。ちなみに召使の数は世紀末以降徐々に減り，第二次
大戦後に激減して，1961年には103，000になり（Best，　P・121）・イギリスの
召使社会時代は終わる。ただし，女性の意識の変化に伴って，1991年のイギ
リスでは，五歳以下の子供のいるprofessional　workers所帯の20％がpaid
childminders　or　nanniesを使っている（Stockman，　p．89）。召使の一種が
新しい形で復活したのである。そしてこれには，子育ては自己実現の妨げに
なるから，育児は公的な機関にまかせるか，私的に育児係を雇うべきである
というフェミニズムのイデオロギー（Weedon，　P．　18）が影響していると思
われる。新しいイデオロギーが新しい召使の需要を生みだしたのである。
　上の表では女性の召使の人口に対する比率は，5％から6％台であるが，
この比率には当然地域差がある。1881年の場合セ，ロンドンでは住民の15人
に一人が，バースでは九人に一人参召使であったのに対して，農村地帯では
21人に一人，工業地帯では30人に一人が召使であった（Horn，　p．27）。これ
はgentilityの〈分布〉による地域差と言えるであろう。したがって，　gen一
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tilityがもっとも集中していたロンドソ西部地区では，ヴィクトリア朝中期
から末期にいたるまで，女性人口の四分の一近くが召使であった（lbid．，　p．
28）。分布と言えぽ，年齢による分布もある。上の表では，召使の女性の女
性人口に占める率は10％から12％台であるが，年齢層で分ければ，五歳以上
の女性の九人に一人，15～20歳の女性の三人に一人が召使であった（Best，
pp．123－4）。ここからは召使が若年層に集中していることが分かる。　r骨董
店』（The　Old　Curiosity　Shop，1840－41）のMarchionessのように，幼い
頃から召使として働いていた子も多数いたのである。
　ではこれらの召使はどういう家庭で働いていたのか。1871年の例では，123
万の住み込みのく女中〉のうち，三分の二は，general　servantとかmaid－
of－all－servantと呼ぽれていた人達であった（Horn，　p．18）。つまり，彼女た
ちはく女中〉が一人だけか，せいぜい二人しかいない家庭に雇われていたの
である。したがって，彼女たちの仕事は，家事の全てであった。この種の召
使は，ディケンズの作品中の人物で言えば，上述の〈侯爵夫人〉である。次
に引くのは当時の家事の一覧，つまりく侯爵夫人〉の仕事の一覧である。
The　duties　of　a　woman　servant　in　a　middle－class　household　might
include　cooking，　cleaning，　sewing，　washing，　ironing，　child　care，
丘lling　and　cleaning　lamps，　carrying　coal　and　tending　the　open　gra・
tes　that　heated　individual　rooms，　hauling　water　up　to　bedrooms，
and　slops　down，　going　on　errands，　carrying　parcels　and　luggage，
wa呈king　the　ladies　of　the　household　to　social　functions　and　waiting
to　accompany　them　home（particularly　after　dark），　ordering　food
and　household　supplies，　dealing　with　tradespeople，　and　keeping　the
books。（Mitchell，　p．　706）
最も豊かな家庭では，男女各13種類の（Briggs，　P．255）召使一細かい分
類では男女あわせて33種類の召使（Horn，　p．39）一が上記の家事と，上記
以外の男の召使の仕事を分担した。また豊かな家庭では，cook，　housemaid，
nursemaidがこれらを分担した。しかし，中流下層の家庭に，あるいはr骨
董店』のBrass兄妹のように家庭を顧みない雇い主に雇われたmaid－of－all－
servantは，その名の示すとおり，朝の五時，六時から夜の10時，11時まで
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働いて，これらの仕事をしなけれぽならなかった。そしてその仕事は，いず
れも現代に比べてはるかに手間のかかるものであった。ここではすべてにつ
いて述べる余裕はないので，幾つかを取り上げてみよう。
　先ずランプの掃除と油の補填である。オイル・ラソプは，家庭用のガス・
ランプが普及しはじめる1880年代までは（Mitchel1，　P．379），蝋燭とともに
もっとも一般的な照明器具であった。ラソプにせよ蝋燭にせよ，当然，灯す
には火が必要であるが，1845年に安全なマッチが出始め（B6darida，　p．33），
1850年にそれがかなり安価になる（McNeil，　p．　911）までは，灯を灯すため
には，先ずt五nder－boxを使って火を起こさなければならなかった。そして
それは経験と熟練を要する仕事だったから，召使を雇う際のく試問事項〉の
一っであった（Anderson，　p．132）。同じヴィクトリア朝時代でも，灯を灯す
ことが朝一番の，しかも手間のかかる仕事であった一そしてその分だけ召
使が大変だった一時期もあるのである。〈侯爵夫人〉も，『骨董店』の発表
年代から見て，その時期に属する召使である。ちなみに電灯線が家庭用に引
かれはじめるのは第1次大戦後からである（McNeil，　p．936）。召使は，この
時期から徐々に，スイッチをひねれば灯がつけられるようになったわけであ
る。
　次は暖房のための仕事である。ミッチェルはこの仕事の最初に石炭運びを
挙げているが，これは，石炭が地下室または裏庭の石炭小屋に置かれ，しか
も，中流階級の家はvertical　plan（Read，　p．29）によるものであったため
に，大変な力仕事であった。しかも当然のことながら，その石炭の燃え殼や
灰は運び下ろさなけれぽならなかった。したがって，当時の召使心得の中に
は，Never　go　upstairs　empty　handed，　never　go　downstairs　empty　handed。
（Gathorne－Hardy，　p．331）というのがあった。上げる方向に限らず，物を
動かすのは，召使の仕事の重要な部分であった（Briggs，　p．225）から，そこ
から生まれた知恵であった。当然く侯爵夫人〉もこの知恵の恩恵に浴した
一というよりも物心付いた時からこの知恵の有り難みを思い知らされた
一一lであろう。当時は，暖炉や周辺の掃除もさることながら，石炭運びが先ず重労働だったのである。ただし，中流階級下層の家庭では暖房すべき
部屋の数は少なかったであろう。
　ミッチェルが次に挙げている，水を運び上げ，汚水を運び下ろすという作
業の水とは，家族の洗面用の水である。当時の水道は，家に水道が来ている
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場合でも，台所までだったので，石炭の場合と同じように，湯や水は上下両
方向にく動かす〉必要があったのである。だがディケンズの晩年までの召使
はまだ楽だった。中流階級の人が週一回入浴するようになったのは，1865年
（B6darida，　p．33）だから，それ以前の召使は，入浴のための湯は運ぶ必要
がなかったのである。逆に，1865年以降の召使には，台所で沸かした湯を寝
室に運ぶ一水がはねても零れてもいいように台所で入浴する場合も多かっ
たようであるが一という仕事が加わった訳である。なお，普通の家庭で栓
をひねれぽ湯も水も出るようになるのは第1次大戦後である（McNei1，　p．
936）。
　ミッチェルの仕事一覧の中の，主人の供をするというのは，召使の仕事と
しては楽なほうに属するものだったであろう。だが，ストリートが，the
‘drawing－room　of　the　poor’であり，時には寝室でさえあったこの時代
（Barret－Ducrocq，　p．9）では，これは昼夜を問わず必要な仕事であったろ
う。それに，「特に暗くなってからは」gentee1な女性の独り歩きは考えられ
ないことであった。それは当時では，amorous　encounters（Ibid．，　P．9）を求
めての行動とみなされたからである。rリトル・ドリット』（Little　Dorritt，
1855－57）の第1部十四章で，ディケンズは，リトル・ドリットに「生まれ
て初めての夜の外出」をさせ，深夜のロンドンを彷復させ，都会の夜の恐ろ
しさを描いているが，昼でも〈外の世界〉が怖かった当時の中流階級の女性
にとっては，この章は，大変恐ろしいものだったに違いない。
　さて仕事についてはこれぐらいにして，召使と主人の関係を見てみよう。
『骨董店』のSally　Brassは徹底的に〈侯爵夫人〉を管理する。彼女を台所
に寝かせ，外から鍵を掛け，朝起こしに来たときまた鍵をあける。rボズ』
のThe　Street－Morningの女中のようにとぼけて朝寝をすることは出来な
い仕組みになっているのである。鍵はここでは先ず徹底的な管理の象徴であ
る。しかしまたここでは，鍵は中流階級の労働者階級のく道徳性〉に対する
根強い猜疑心を象徴するものでもある。この家では，食物の容器にはじまる
あらゆるものにも鍵が掛けられているからである。勿論，例によってここに
は誇張がある。しかしそれにもかかわらず，この召使と主人の関係の描写は
基本的にリアルなものと言える。ビートン夫人のマニュアルでも，一家の主
婦は軍隊の司令官に擬されていて，管理は，主人の最重要課題となっている
（Mrs．　Beeton，　p．1）からであり，きめ細かな管理は，ある程度の猜疑心一
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その猜疑心は小銭をわざと床や絨毯の下などに置いておいて，召使のく道徳
性〉を試す（Horn，　P．65）といった方法を生みだしたりもするのだが一を
前提とするものだからである。
　では，管理思想と猜疑心の支配するこの世界になぜ多数の労働者階級の女
性がやってきたのか。理由は簡単である・労働者階級の女性は・職につき・
自活する必要があったからである。そして少なくとも19世紀末までは，綿工
業などの工業地帯は別として・女中奉公は・一番有利な仕事と考えられてい
たからである。ではその有利な点とは何だったのか。くお屋敷〉で・家政に
関するさまざまな事柄を学び，将来結婚して妻となり母となった時にそなえ
ることができる。衣食住は保障されているから，たとえ家に仕送りしても，
貯金ができる。貯金ができれば縁談も来やすくなる。それにそもそも農村に
いるよりは町に出たほうが結婚のチャンスは大きくなる，などである（Read，
P．　125）。つまり女中奉公は，労働者階級女性の結婚願望にもっとも良く応え
るものだったのである。彼女たちを管理と猜疑心の支配する世界に入らせ，
辛い仕事に耐えさせたものは，厳しい生活環境からの脱出に力点があった場
合も相当あったであろうが，何よりも先ず結婚願望だったのである。
　ディヶソズの召使のなかにはどこまでも主人に忠誠を尽くす召使一r二
都物語』（、4Tale（ゾTwo　Cities，1859）のMiss　Prossはその代表と言っ
ていいだろう一もいるが，『荒涼館』（Bleale　House，1852－3）のRachel
のような悪い召使もいる。当時の召使に対する見方も，ディケンズの場合と
同じように〈分裂〉している。良いほうの見方では，召使は総じてrespec－
table，　worthy，　honestである（Briggs，　P・255）となる。しかし悪いほうの
見方では，召使は‘no　more　like　the　gentry　than　dogs　are　like　cats’
（Ibid．，　p．255）と言われる。要するに召使そのものに，また主人の側の先入
観と〈召使体験〉に，個人差があるということであろう。しかし，どういう
見方をしようが，両老は必要あるいは利害によって結ばれていて，その為に
は同じ屋根の下で共存して行かなけれぽならない。そこでビートン夫人が提
唱するのは，どこまでもく淡い〉関係である。
The　mistress．．．＿never　converses　with　her　servants；never　speaks
but　to　gently　give　an　order，　ask　a　question，　or　say　good　morning
and　evening．（Read，　p．244）
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管理者としての威厳を保ち，士気を高める為には「司令官」たる者は，命令
し，質問し，朝晩の挨拶をする以外は口を利かないのが最善だと言うのであ
る。だがある意味では，これも中流階級の人同志の付き合い方の応用に過ぎ
ない。何故ならピートン夫人は，別の所で，知人の家を訪問した時の心得を
次のように説いているからである。
During　these　visits，　the　manners　should　be　easy　and　cheerful，　and
the　subjects　of　conversation　such　as　may　be　readily　terminated．
Serious　discussions　or　arguments　are　to　be　altogether　avo三ded．（Mrs．
Beeton，　p．10）
交際はどこまでも浅く淡くというのが，家族以外の人間に対するヴィクトリ
ア朝人の付き合い方の基本だったのである。勿論それに加えて，相手が召使
の場合は，主人の側ee　llで見たような，労働者階級による汚染あるいは侵略
に対する恐怖もあったのだから，両者の間に愛と信頼が生まれ，長い年月を
共に過ごすようになる例は，そう多くはなかったであろう。1890年代のある
調査では召使の大多数は二年足らずで奉公先を変えたという（Read，　p．29）。
ただし19世紀でもヴィクトリア朝初期の頃には，特に農村地帯には，目上の
人を無条件に敬う気風があって（Harrison，　p．93），おまけに召使の多くは農
村出身者だった。したがって，少なくともディケソズの時代にはまだ，そう
〈高姿勢〉な召使はいなかったであろうから，彼の時代の召使〈定着率〉は
もっと高かったであろう。
　だが時代によって〈定着率〉に違いはあるにせよ，召使の大多数は奉公先
を変えた。そしてその時，雇う側にも雇われる側にも頼りになるのが，cha－
racter　reference，すなわち前の主人の人物証明書であった。これはいわば前
の主人が次の主人に送る内申書であり，成績証明書であったから，書く側に
は正確さが求められ，正確でなかった場合，これを罰する法律が1792年に作
られている（Horn，　p．45）。だが召使の側から見れば，これは勤務評定であ
った。そして良い勤務評定が得られるように努力しなければ，再就職するこ
とはできなかった。つまりこれは召使管理の決め手となる〈制度〉だった訳
である。
　19世紀に入って，召使を使う層が拡大し，上述の〈制度〉も含めて，それ
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だけ複雑になっていき，また，その形成と〈維持〉に，上・中流階級の全て
と，労働者階級の多数が関与した，召使社会のイデオロギーは，1960年代に
入って，召使が完全に一部特権階級だけのものになったと同時に消滅する。
しかしそれまでは，そのイデオロギーは，上・中流階級と労働者階級を結合
し，かつ共存させる，一つの巨大なイデオロギーの体系として存在していた
のである。
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